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分類 主な意見の概要 幸美者の見解

陸域生態
系
（つづき）

・森林の減少や鉦乳洞の観光鮎尉 ヒなどによりカンム
リワシ、コウモリ類の使用する環境は減少しつつあ
りこれを踏まえて予測 ・評防をする必要がある。

・空港建設により、カンムリワシの絶滅の速度を速め
る効果があると思うのだが。

・予定地の予測の中には石垣島全体のカンムリワシの
個体群に与える影響の記述がなシ㌔

・カンムリワシを上位種として取 り上げるなら、予測
の中で、石垣島全体のカンムリワシ個体群に与える
影響を記遼すべ き。

環境省の r改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物
（200 カ」によると、カンムリワシの個体数とその動向

は、記録数や生息が記録された範囲ほ拡大傾向にある
（ただし、調査方法が異なるために単純にほ比較でき

ない）とされてお ります。また、日本野鳥の会八重山
支部 （1998年）によると、準備勒 6－12－20に示すよう
に、石垣島においてはバンナ岳、屋良部岳、崎枝、川
平、於茂登岳南方に集中的に生息する傾向がみられ、
事業実施区域周辺の生息密度は低いことが示されてい
ます；
カタフタ山周辺域に生息する個体群については、工

事の実施中、存在 ・供用時においても繁殖ペアが継続
的に生息 ・繁殖することを環境保全目標とし、適切な
環境保全措置を講ずることから、本事業の実施により
石垣島の個体群が絶滅するような重大な影響は生 じな
いものと考えています；

コウモ リ類については石垣島全域における生息実態
調査により、少なくとも現在、石垣島全体ではヤエヤ

マコキクガシラコウモリi湖 個体、カグラコウモリ8
珊 個体、リュウキュクエビナガコウモ リ1500 個体が生
息していることが把握されており、予測及び評価に括
用しており．ますムA洞窟及びD洞窟を含めた事業実施区
域周辺の個体群が存続することを環境保全目標 とし、
適切な環境像金持置を講じてまいりますム

・準備書の図面にスケール表示がないので、距離表示

の確認ができない。

一部の図においてスケールバーが示されてお らず、
評価書の段階で修正しますゝ

・カンムリワシについては、行動圏、採鉦環境、営巣
行動、攻撃 ・威嚇などの種間関係、農作業 ・交通な
どの人間活動との関係など、詳細な調査解析を行っ
ており評紆す「べき点が多い。

ボー12一円に示すカンムリワシとオサハシブトガラス、
リュウキュウツミの巣との距離関係についての情報を
基に、カンムリワシの営巣環境を分析 し、他の2 種 と
の巣間距離が要因として作用しているものと考え、内
部構造図における営巣中心域の確定に活用しました。

・空港が建設されると、道路拡張 ・商業諸施設 ・レク

レーション施設 ・住宅等の建設が行われ、カンムリ
ワシの生活圏は大幅に減少するのではないか。

・カンムリワシの餌場は、山地帯だけでなく、山地か
ら続く丘陵地や水田、さらには干潟をも利用するも
のであり、保全策の構築にあたっては、山地だけで
なく平地部の十分な保全が必要であるが、このよう
な検討はなされていない。

将来、想定される土地利用については、現在のとこ
ろ、現況 と同程度と想定しております。将来において
も現況が可能な限 り維持されるよう関係機関に要請い
たしますム

・新空港の建設中や建設後に鳥類相が単調になりオサ

ハシブ トガラスが増える可能性がありカンムリワシ
の繁殖地を圧迫することが予想される。これらの影
響に？いて、予測評軒する必要がある。

供用時における鳥類相は、現況のゴルフ場やカラ岳
周辺の草地と環境が類似していることから縛ぼ同等と
考えられ、オサハシブトガラスの生息数も現状とほぼ
同等と考えられます。ただし、供用後の周辺の土地利
用が不確定要素であることから、オサハシブトガラス
の個体数の増加や、それによる影響の予測は困難であ
ると考えていますふ

しかしながら、カンムリワシの事後調査の際にオサ

ハシブ トガラスやツミ等 との間に何 らかの干渉が見ら
れた場合さま記録に努め情報の収集を行っていきますム

・準備書でカンムリワシを読もうとすると5 ケ所を飛

び回り読みづらい、一つのカンムリワシの章の中で
記述した方がよV㌔

構成上の問題であり、予測は生態系の基盤環境、個

々の注目種、生態系の機能と構造について、「工事中J、
r存在及び供用時」の2 時期について実施しましたが、

評肺の段階ではこれらを総合的に評肺したものであり、
このようなJ瞑番で記載していますム


